
陳情第 9号 

 

川内原発敷地内での使用済み核燃料の乾式貯蔵施設建設に関する陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 7 月 28 日に令和 8年熊本地震が発生しました。九電は 2025 年 10 月 24 日に使用済み核燃料の乾

式貯蔵施設の建設許可を原子力規制委員会へ申請し、審査は終盤に入っているようです。 

貯蔵建屋は鉄筋コンクリート製となっていますが、地震により天井板が水平のまま真下に落下

し容器に当たるが、損傷しないとしています。 

しかし天井板が「斜めになって落下」し胴部に当たる可能性もあると思いますが、その場合を評

価していません。 

この天井板が落下することを前提とする構造は(壁も倒れてくる前提です)、低コストで短期間

での建設を目的としているのではないかと想像しています。玄海原発では建設が始まっています

が、天井が落ちるような構造ではありません。 

また、2025 年 12 月 11 日の審査会合では地下水の設定の説明を九電に求めていますが、まだ説

明、審査がされていません。川内原発では 2013 年度で１日あたり 460 トンも湧水ポンプで汲み上

げていますが、これは福島原発並みの量です。玄海原発は約 4 分の 1 の 120 トンでしかありませ

ん。 

以上に基づき、下記事項を陳情します。 

 

記 

 

1. 原子力規制委員会に対して、以下について求めること。 

・乾式貯蔵施設について地震時に天井板が貯蔵容器へ水平に落下するだけでなく、天井板が斜めに

落下し、その角が容器の胴中央部に衝突する場合の検討を求めること。 

・乾式貯蔵施設と地下水の影響について九電に説明を求め、検討すること。 
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